
    平成 20 年 3 月 31 日 

 

総務省 総合通信基盤局 

電波部 電波政策課 御中  

 

                              

郵便番号 105-7317 

住 所
（ ふ り が な ）

  東京都港区
とうきょうとみなとく

東新橋
ひがししんばし

一丁目９番１号 

氏 名
（ ふ り が な ）

  ソフトバンクモバイル株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 

 代表
だいひょう

取締
とりしまり

役
やく

社長兼
しゃちょうけん

C E O
しーいーおー

  孫
そん

 

正義
まさよし

 

 

 

 

 

  当該意見募集に関しまして、今回このような意見募集の機会を設けていただいたことに、

厚く御礼申し上げます。 

  「平成２０年度における電波資源拡大のための研究開発の基本計画書に関する意見

募集」に関し、別紙のとおり意見を提出します。 

尚、問い合わせ等は、下記連絡先で対応いたしますので、宜しくお願いいたします。 

 

 

 

（連絡先） 

ソフトバンクモバイル株式会社  ---------  

------------------------- 

------------------------------  
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別紙 
 

意見書 

 
電波資源拡大のための研究開発は、我が国の電波の逼迫状況の解消、世界的に使用

周波数が整合された次世代移動通信システム等の要素技術の国際標準化を推進し、無

線局全体及び我が国に受益があると考えられ、その必要性も理解できるものです。 

 

我が国の電波の逼迫状況を解消するため、現在導入されている無線システムにおい

て、利用形態の変化や環境変化に順応させて、周波数利用率を一層向上させるシステ

ム化技術の開発が必要であると考えます。 

 

このシステム化技術に係る個別研究開発課題の「異なる大きさのセルが混在する環

境下における複数基地局間協調制御技術の研究開発」は、周波数、送信電力、アンテ

ナ等の無線リソースを協調制御し電波の有効利用を図るシステム化技術であり、現在

の第３世代携帯電話やその発展システムに応用できる技術開発であると同時に、次世

代移動通信システムの要素技術として国際標準化を推進する研究開発でもあり、電波

資源拡大のための研究開発として非常に適した研究開発課題であると考えます。 

 

従って、国益に沿う本施策を図る主官庁に敬意を併せ持って、平成２０年度におけ

る電波資源拡大のための研究開発の基本計画書案に賛同させて頂きます。 

 

以上 

 


